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博 

フアン・カルロス・ゴメス・メンデス

献身。

気候変動の環境問題に関する親愛なるフォロワーの皆様。今日、私はこの研究を、地球の勇敢で情熱的な擁護者である皆さん全員に捧げたいと思います。私たちが一緒に旅をしてきた中で、私たちが直面しているこの世界的な課題を理解し、対処しようとする彼らのコミットメントと決意を目の当たりにしてきました。初日から、私たちは知識と解決策を求めてこの旅に乗り出し、その道のりは険しいものでしたが、彼らの熱意と忍耐力には驚かされ続けました。どのクラスも学びの場であり、彼のたゆまぬ真実の追求と、世界をより良い場所にしたいという彼の絶え間ない願望に触発されました。調査と研究を通じて、気候変動の原因と結果を明らかにし、さまざまな緩和策と適応策を分析し、より持続可能な社会を創造する機会を模索してきました。このトピックに対する彼らの情熱は、私自身のコミットメントを刺激し、私たちの共通の家を守るための戦いで前進するように私を駆り立てました。
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用語集

- CO2排出量: 地球温暖化の原因となる温室効果ガスである二酸化炭素の排出量です。CO2の主な排出源は、化石燃料の燃焼、森林伐採、および一部の産業プロセスです。

- 車両フリート: 特定の領土内を循環する車両のセットです。ほとんどの車両は石油ベースの燃料を使用しており、燃焼するとCO2が発生するため、車両フリートはCO2排出量に影響を与えます。

- 気候変動: 自然または人為的な原因による、地球規模または地域規模での気候の変化です。気候変動は、気温、降水量、海面水位、生態系、生物多様性などの変化に現れます。気候変動は、人間の健康、食料安全保障、経済発展、環境に悪影響を及ぼします。

- 温室効果:これは、大気中に存在する一部のガスが地球に到達する太陽放射の一部を保持し、地球が宇宙に逃げるのを防ぐ現象です。温室効果は、地球上の生命に適した温度を維持するために必要ですが、温室効果ガスが過剰になると地球の気温が上昇し、地球温暖化と呼ばれることがあります。

- 地球温暖化: 主に温室効果ガスの排出量の増加によって引き起こされる、地表と海洋の平均温度の上昇です。地球温暖化は、気候、生態系、生物多様性、そして人間の生活に悪影響を及ぼします。

- 緩和: これは、温室効果ガスの排出削減または炭素吸収源の増加を目的とした一連の行動、つまりCO2を回収して貯留する自然または人工のプロセスです。いくつかの緩和策には、再生可能エネルギーの使用、エネルギー効率、公共交通機関、森林再生、炭素回収と貯留が含まれます。

- 適応: 脆弱性を減らし、気候変動の影響に対応する能力を高めることを目的とした一連の行動です。適応策には、水の賢明な利用、災害リスク管理、生態系の保護、生活の多様化が含まれます。

- カーボンフットプリント: 特定の期間に人、組織、製品、または活動によって発生するCO2排出量およびその他の温室効果ガスの総量です。カーボンフットプリントは、CO2換算トンまたはキログラムで測定できます。カーボンフットプリントにより、環境への影響を把握し、それを削減するための対策を講じることができます。

- カーボンオフセット:これは、温室効果ガスの排出が発生した場所以外の場所で温室効果ガスの排出を削減または回避するプロジェクトに資金を提供または実施することで構成される自発的なメカニズムです。カーボンオフセットは、回避または削減できない排出量を中和またはバランスすることを可能にします。

- 再生可能エネルギー: これらは、無尽蔵の天然資源から得られる、または消費よりも速く再生されるエネルギー源です。再生可能エネルギーには、太陽光、風力、水力、バイオマス、地熱などがあります。再生可能エネルギーは、汚染ガスを排出せず、気候変動の原因にもならないため、クリーンで持続可能であるという利点があります。

- エネルギー効率: 可能な限り低い消費量で同じサービスまたは結果を得るために、エネルギーの最適かつ合理的な使用です。エネルギー効率は、資源を節約し、コストを削減し、温室効果ガスの排出量を削減します。

- 公共交通機関: 人々が都市内または都市間を移動することを可能にする集団輸送システムです。公共交通機関は、陸上(バス、地下鉄、路面電車、電車)、海上(ボート、フェリー)、または航空(飛行機)です。公共交通機関には、交通量、燃料消費、汚染ガスの排出を削減し、人々の移動性と生活の質を向上させるという利点があります。

- 森林再生: 森林伐採または劣化した地域に木を植えることです。森林再生は、樹木がCO2を回収し、酸素を生成し、土壌と水を保護し、生物多様性をホストし、雇用と収入を生み出し、生態系の商品とサービスを提供するため、環境、社会、経済にメリットがあります。

- 炭素回収・貯留: 発電所や工場などの固定発生源から排出されるガスからCO2を分離し、地下の地層、海底、固体材料など、安全かつ恒久的に貯蔵できる場所に輸送する技術です。炭素回収・貯留は、CO2排出量を大幅に削減する可能性を秘めていますが、技術的、経済的、規制上の課題ももたらします。

- パリ協定: 2015年に195カ国が採択した気候変動に関する国際条約で、地球の気温上昇を産業革命前に比べて2°C未満に抑え、1.5°Cを超えないように努力することを目的としています。 パリ協定は、各国の排出削減コミットメント、協力メカニズム、資金調達、透明性、定期的なレビューを確立しています。

概要

NASAが2023年を観測史上最も暖かい年(2024年12月1日)と宣言したことを参考にすると、地球の気温に影響を与えるこの研究に取り組むことが重要です。2021年度の国内温室効果ガス総排出量は、CO2換算で約11億7,000万トンでした。二酸化炭素排出量は、温室効果ガス総排出量の90%以上を占めています。エネルギーミックスの多様化やエネルギー効率の向上が目に見える形で進んでいるにもかかわらず、日本のエネルギー供給の炭素強度は、国際エネルギー機関(IEA)加盟国の中で最も高い国の1つです。この研究では、変数CO2排出量と使用中の車両の特性評価を行い、シャピロ・ウィルクの分析を使用してデータに正規性検定を適用し、スピアマン相関検定の結果、r=-0.5823の相関が得られました。これは、2つの変数の間に中間の相関があることを意味します。r の値は負であるため、変数間の逆の関係を示し、一方の変数の増加はもう一方の変数の減少と関連しています。2024年から2030年までの年々、最小二乗法モデルを用いて将来予測を行った結果、2024年のCO2排出量は1123Mtとなり、2030年まで最大1066Mt削減され、CO2排出量を削減し、地球の気温を1.5°C未満に抑えるという地球環境目標が引き続きリスクにさらされています。
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日本におけるCO2排出の問題は、環境問題として重要な問題です。日本は、工業化の過程で、工場からの排出物などによる水質汚染や大気汚染などの課題に直面してきました。日本は秩序ある人口と路上にゴミがないことで知られていますが、それでも世界で最も汚染度の高い国の1つです(ADN 40、2022年)。

2020年の日本のCO2総排出量は、2019年比で7.63%減少し、1,054,904メガトンに達しました。この削減にもかかわらず、日本は依然として二酸化炭素排出量の点で最も汚染度の高い国のトップ10に入っています。さらに、環境への影響をよりよく理解するためには、一人当たりの排出量と環境効率(GDPの1,000ドルあたりの排出量)を分析することが重要です (Datosmacro.com、2020年)
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